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解説

★★ （1） 天気記号は覚えておこう！右図参照。　

★★★ （2） 快晴　0～1　晴れ　2～8　くもり（雨）　9～10である。

★★ （3）

★★★★ （4） 置を1階から5階まで運んだとき、ガラス管内の水面が上昇したのは、気圧が下がるからである。

★★★★★ （5） 温度を一定に保つ必要があるのは「装置の中の空気の体積が変化するから。」

★★★★★ （6）

高気圧付近の1020ｈPaの等圧線を基準にして考えて、1020ｈPaからそれぞれの地点までの等圧線の
個数を数える。

台風が最も接近した＝気圧が最も低いとき＝液面の高さが最も高いときなので、グラフから読み取る
と、17時となる。観測地点から台風が西側を通過するときには時計回りに、東側を通過するときには反
時計回りに風向は変化する。

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

1.気象観測（解答）

単元4 気象のしくみと天気の変化

1

（6）

気圧が下がるから。

（5）

装置の中の空気　の体積が変化するから。 オ

（1） （2）

2～8

（3）

Ｂ、Ａ、Ｃ

（4）

天気 風向 風力

晴れ 北西 3

目標時間

10分
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解説

★★ （1）

★★ （2） コップの表面がくもり始めたときの気温を、その空気の露点という。

★★★★ （3）

★★★ （4）

解説

『湿度（％）＝水蒸気量÷飽和水蒸気量×100』

★★★ （1）

★★★ （2）

★★★★ （3）

★★★★★ （4）

★★★ （5）

教室の乾湿系の目盛りの読みは22℃と18℃であることから、乾球が22℃のときに、目盛りの差が4℃
のところをみるとよい。

（1）より湿度が66％なので、この空間における水蒸気量は19.4×0.66≒12.8、よって表2より15℃のとき
にくもり始める。

水蒸気をふくんだ空気のかたまりが（a　イ　上昇）すると、上空にいくほど周囲の上空にいくほど周囲の
（ｂ　イ　気圧）が低くなるため、（ｃ　イ　膨張）する。そのとき空気のかたまりの温度が下がり、雲ができ
始める。

問題より、温度20℃、露点15℃の空気と記述されてあることをヒントにし、それぞれの飽和水蒸気量を
表で読み取る。式は12.8÷17.3×100≒73.9≒74％となる。

雲が発生するときは空気が露点に達するときなので、20℃から15℃下がるためには500ｍ必要（100
ｍで1℃下がるから）。

露点に達した後は100ｍ上昇すると0.5℃下がることを参考に、15℃から5℃まで10℃の差がある。
10℃下げるためには、10÷0.5＝20、20×100＝2000ｍ、2000＋500＝2500ｍとなる。

北の斜面を下りるとき、雲は全て水蒸気になっている（雲に変化した水蒸気はすべて降水として南の山
ろくに流れ落ちたものとするから）ことから、露点以上であり、100ｍ下降するごとに1℃下がると考えて
よい。高さ500ｍということは2000ｍ下降したことになり、20℃温度は上昇したことになるので、5℃＋
20℃＝25℃となる。

表2より湿球の温度17℃で湿度80％のところをみると、目盛りの差が2℃である。湿球温度計の方が温
度が低いので、17－2＝15℃となる。

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

2.大気中の水蒸気の変化

単元4 気象のしくみと天気の変化

1
a b c

イ イ イ

（1）

66%

（2）

露点

（3）

　　　15　　　℃

（4）

2
A群 B群

エ ウ

（1）

74%

（2） （3）

　　　　500　　　ｍ 　　　2500　　ｍ

（4） （5）

　　　　15　　　℃

目標時間

50分
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解説

★★★ （1） 25℃のときの飽和水蒸気量は約23ｇなので、このときの湿度は14÷23×100≒60.8≒61％（エ）

★★★★ （2）

★★★★ （3）

解説

★★ （1）

★★★ （2）

★★★★ （3）

★★★★ （4）

★★★ （5）

空気の温度の低下は、空気のかたまりが上昇することによって周囲の気圧は下がり、①膨張する場合
には起こる。そのため、②低気圧の中心部では上昇気流による雲ができやすい。一方、地表付近で冷
やされ細かい水滴が生じることもある。このように地表付近にできる雲のことを③霧という。

ピストンを引いたときに、フラスコ内が白くくもったのは、ピストンを引いたことで、フラスコ内の空気が
膨張したことにより温度がX低下し、露点に達したことでフラスコ内の水蒸気がＹ凝結したためと考えら
れる。

①水蒸気は目に見えないが、①水蒸気を含む空気が冷え、ある温度になると凝結が始まり水滴（露）
ができる。この温度を、その空気の②露点という。へこませたペットボトルの内部は③気圧が高くなって
いるが、手をはなすことで急に③気圧が下がり、このとき温度も下がって②露点以下になり、ペットボト
ル内に細かい水滴が生じた。線香の煙を入れたのは、水滴ができるときの④核（凝結核）とするためで
ある。

表より25℃のときの飽和水蒸気量は23.1ｇ湿度が42％なので、このときの水蒸気量は23.1×0.42≒
9.7ｇ/  　　となる。よって表より、ウとなる。

（3）より1　　　あたりの水蒸気量は約9.7ｇなので、2.23ｋｇのときの体積をｘ　　　とすると、
1：9.7＝ｘ：2230、ｘ≒229.8≒230

同じ体積の空気中に含まれている水蒸気の量が等しくても、気温が低い方が湿度が高いのは気温が
低い方は飽和水蒸気量が小さいから。

3℃のときの飽和水蒸気量は、約6ｇ、よって14－6＝8ｇの水滴ができる。これは1　　　あたりなので、
5　　　あたりにすると8×5＝40ｇとなる。

3 （1） （2）

エ ウ 気温が低い方は飽和水蒸気量が小さいから。

（3）

  

  

4
（1）

（3）

③

核（凝結核）

（2）

ウ

（4）

230

（5）
① ② ③

膨張 低 霧

イ

① ② ③

水蒸気 露点 気圧
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解説

★★ （1） 天気記号は覚えておこう！右図参照。　

★★ （2） 前線が通過後、温度が下がっていることから寒冷前線だとわかる。

★★ （3） 12時～14時（ウ）にかけて気温が下がっていることがわかる。

★★★ （4） 寒冷前線では積乱雲（積雲）が発生する。温暖前線では乱層雲が発生する。

★★★★ （5）

★★★ （6） 図を見ると、気温は急激に下がり、前線通過後の風向きは西または北よりに変わっている（ウ）。

解説

★★ （1） 日本列島の上空で一定の向きに吹いている風を偏西風という。

★★ （2） 前線Ｘを寒冷前線、前線Yを温暖前線という。

★★★ （3）

★★★★ （4） 前線の種類と記号は下図を参照しよう！

★★★ （5） 前線と雨の降る特徴などは下の表で確認しておく！

寒冷前線では寒気が暖気を押し上げるように進むので、アが答えとなる。温暖前線では暖気が寒気の
上をはい上がるように進むので、エとなる。

寒冷前線が温暖前線においつき、閉そく前線となる。閉そく前線ができると、地上波すべて寒気におお
われ、低気圧は消えてしまうことが多い。

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

3.前線の通過と天気の変化

単元4 気象のしくみと天気の変化

（3） （5） （6）

くもり 南西 4

（2）

寒冷前線

（4）

（1）
天気 風向 風力

積乱雲（積雲）ウ ア ウ

1

2

種類 記号

温暖前線

寒冷前線

停滞前線

閉そく前線

A B C

エ ア ウ

（3）

寒冷前線 閉そく前線

（4） （5）

（1）

偏西風

（2）

種類 できる雲の種類 雨の降る範囲 雨の降る強さ 雨の降る時間 通過後
温暖前線 乱層雲 広い 弱い 長い 気温が上がる
寒冷前線 積乱雲 せまい 強い 短い 気温が下がる

目標時間

25分
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解説

★★★ （1）

★★★ （2）

★★★ （3）

★★★ （4）

★★★ （5） 冬に影響を与える気団はAシベリア気団である。

★★ （6） 日本付近の高気圧は偏西風の影響で西から東へと移動する。

★★★ （7） 夏を迎える前、Bオホーツク気団と勢力がほぼつり合っている気団はD小笠原気団である。

解説

★★★★ （1） 天気図をみるときは、前線の動き＋α気圧の配置を参考に日付を考えるとア、エ、ウ、イの順となる。

★★★★ （2） 天気は偏西風の影響で西から東に移動するものが多い。

★★★★ （3） ア小笠原気団は夏に代表する気団、イ夏は南東の風がふく、エ冬はシベリア気団が影響するので誤り。

★★★ （4） 停滞前線ができる原因となる気団はオホーツク気団と小笠原気団である。

★★ （5） 夏の季節のときの季節風の風向はウ南東である。冬の季節風の風向はイ北西である。

解説

★★ （1） 表1から温まりやすく、冷めやすいものを砂、温まりにくく、冷めにくいものを水とするとよい。

★★ （2）

★★★★★ （3）

Aの空気は冷やされ冷たく、Bの空気はAよりも暖かいことがわかる。冷たい空気Aは暖かい空気Bより
も密度が大きいので、AはBの下に潜り込む。

陸は海に比べて温まりやすく、冷めやすい。実験のAを陸とすることから、陸が海よりも冷えている夜
（ウorエ）となる。また、風は高気圧→低気圧に向かって吹く。空気は暖かいとき上昇し、冷たいとき下
降する。このことから、陸と海では陸の方が冷たいので、下降気流が生じ、気圧は高くなるの、陸風が
吹く。

右の表を確認！

日本の冬の気圧配置の典型が西高東低である。

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

4.日本の気象

単元4 気象のしくみと天気の変化

1

気団名 性質 発達する季節

A　シベリア気団 寒冷・乾燥 冬

B　オホーツク気団 低温・湿潤 初夏・秋

C　揚子江気団 温暖・乾燥 春・秋

D　小笠原気団 高温・湿潤 夏

2

3 （1） （3）

X群 Y群

ア イ
エ

（2）

ウ

目標時間

30分

（4） （5）

A B C D

エ ウ イ ア

記号

D 梅雨前線

前線名
（7）

（2） （3）

西高東低 冬 A

（6）

西から東

A B

シベリア気団 オホーツク海気団

C D

揚子江気団 小笠原気団

（3） （5）

小笠原気団 オホーツク海気団

（4）

（1）

エ、ウ、イ

（2）

低気圧は偏西風の影響で西から東に移動するものが多いから。

ウ ウ

https://iidrill.com/

